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平成２２年６月１７日 

 

９ 歳 男 児 が 天 窓 か ら 墜 落 す る 事 故 が 発 生 

～過去５年間で１２歳以下の子ども１８人が墜落～ 

 

先般、東京消防庁管内で、９歳の男児がマンションの１階部分に設置されている連

絡通路の屋根に上がったボールを取ろうとして、連絡通路の屋根の天窓（網入りガラ

ス）に乗ったところ、ガラスが割れ、約４メートル下に墜落した事故が発生しました。 

平成１７年４月から平成２２年４月末までに、天窓・ガラス屋根からの墜落などに

より、１２歳以下の子ども１８人が医療機関に救急搬送されています。 

このため、東京消防庁では、関係する機関や団体に事故の発生状況を通知して、同

種事故の絶無に向けた働きかけを行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

東京消防庁 ㈹ 電話 3212‐2111 

生活安全課生活安全係 内線 4206 

広報課報道係 内線 2345～2349 

 

 

１ 初診時程度別では、「中等症」（入院を要するもの）以上が１３人で、天窓等から

の墜落事故の約７２％を占めています。 

２ 発生場所別では、「マンション・アパート」の天窓等からの墜落事故が最も多く、

１３人で、天窓等からの墜落事故の約７２％を占めています。 

３ 年齢別では、８歳から１１歳までが１３人で、天窓等からの墜落事故の約７２％

を占めています。 

 

 

詳細は、添付資料をご覧ください。  
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